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1は じ め に

山形県における昭和51年 の8～ 9月 の低温は大正 2年来,
60余年来の異常気象で,こ のため本県では新庄を中心とした

最北地域全般及び中山間地帯以上ではなはだしい冷害をこ

うむった。我々は,昭和51年から実施した東北
`県
協同研

究課題の「冷害の危険度推定と応急技術の確立Jを中心に

様々の調査を行った。それらの中で,水稲の栄養条件,特
に幼穂形成期頃の栄養条件と冷害被害について 2～ 5の知

見を得たのでここに報告する。

2試 験 方 法

実施場所は山形の西方約50 km,朝日岳山ろくにある西川

町大井沢地区の標高約500■ の地点である。供試品種はキ

ヨニシキ。やまてにしきの2品種。区構成は5月 13日植で

は稚苗と中薔, 5月 24日 植では稚百,中苗,成苗の区を設
けた。施肥は,10a当 りで,堆月巴800切,瑳カル120り ,
ようりん40ん,,元肥としては N・ P・ K各成分で 6均,追肥
(幼形期 )N・ K2″を用いた。分析方法は窒素はセミミ
″ログルダール法, りん酸はモリブデンブルー法,カ ツは

炎光分析,珪酸は重量法で行った。

3結 果 の 概 要

昭和 51年 の冷害は当該地区では遅延型と障害型の混合し

た形で現われた。まず,登熟歩合を遅延型冷害被害として
みると幼穂形成期における稲体の窒素含有率の高いもの程

登熟歩合が低下しr=― o680と いう相関がみられた (図
1)。 次に障害型の冷害として不稔歩合をみると,幼穂形成
期における稲体の全窒素含有率との間にはr=o650の 相
関がある(図 2)。 すなわち,幼穂形成期における稲体の

窒素濃度が高いことが,遅延型 障害型の冷害に弱いとい
う結果を得た。以下他の栄養条件と登熟歩合,不稔歩合を
みると同様の傾向なので,不稔歩合との関係のみを取り上
げた。まず,幼穂形成期における稲体のりん酸,カ リとの

関係をみると,いずれも有意の相関は認められない(図 3,

4)。 次に幼穂形成期の珪酸含有率と不稔歩合との間には

r=―αフ20と ,各成分中最も高い相関があつた (図 5)。
以上,窒素, りん酸,カ リ,珪酸と不稔歩合の関係では,
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図 4 不稔歩合とK20含有率
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ない。これは各区とも含有率に大きな差がなく,冷害被害
に差を生じない程度の含有率であつたと思われるが今後の

検討を要する。次に栄養バランスとして珪窒率と不稔歩合

をみるとr=― o710の 相関がある(図 6)。 次に生育相
との関係で幼穂形成期の茎数と不稔歩合の間にはr=o861
という高い相関がある(図 7)。 このことは幼穂形成時の生育

量を大きくすると冷害の危険性を黎むことを示している。

4 考

1)幼穂形成期の窒素濃度が高いと障害型及び遅延型の

冷害に弱いことが明らかにみられる。

一般に,冷害常習地帯である山間地域の幼穂形成期頃の

葉色は平坦部より淡いのであるが,近年,48～ 5眸の 8～

9月 が高温であつたことから, とかく山間部も平坦に近い

肥培管理となつたものが多く,こ れで冷害被害を大きくし

たものがみられた。

2)り ん酸とカリでは差が認められないがN/P比では
出穂遅延日数と正の相関が認められ(図 8),り ん酸,カ リ施

肥法の重要性を,窒素施用法との関連で考える必要がある。
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3)珪カルの効果は,偶年では大井沢地区においても特
に日だつというものではないが冷害年では効果が顕著に出

る。したがつて恒常的な珪カル施用により,土つくりに努

め,土壌の有効態珪酸量を増しておくことが冷害対策の上

から重要である。

● 稲体の栄養バランスについては珪窒率のみの検知と
なつたが,堆】巴利用などによる地方増強が冷害の軽減につ

ながつたという報告は多く,冷害と稲体の栄養バランスに

も何らかの関係があると思われ,パ ランスのとれた養分を

供給する土作り,施肥の必要が認められる。
励 幼穂形成期における茎数と不稔歩合の間に高い相関
がある。これは,遅発分けつが多い区,最高分けつ期が遅
れた区の不稔歩合が高いということで,こ のことからも初

期に生育量をとり,有効茎を確保し,培地の窒素を早く吸
収する様な裁培が有利といえる。

以上のように幼穂形成期の稲体栄養条件と登熟歩合,不
稔歩合について述べたが,取量は皆無区もある中で,10a
当りでキヨニシキ230り,やまてにしき342り とかなりの

収量を得ている区もあり,冷害年でも栽培対応で相当の収

量が得られることを示している。
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図 7 不稔歩合と茎数
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